
春 日 部 市 自 治 会 連 合 会∏

庄和総合支所越しに眺望する富士山�庄和総合支所越しに眺望する富士山�

　自治会・町会・地区・区では、地震・風水害等の災害に備えての自主防災活動や、青少年の健全育成、交通安全、環
境美化活動、住民同士の交流を深めるための活動等を行っています。�
　自治会・町会・地区・区に加入して交流を深め、地域の輪を作りましょう。�
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● 定例総会…………………………………�
● 自治会活動の手引き発行……………………………�
● 春のクリーンデー……………………………………�
● 正副会長会議……………………………�
● 理事会……………………………………�
● 役員研修会………………………………………�
● 各地区体育祭の実施�
　 粕壁地区体育祭………………………………………�
　 内牧地区体育祭………………………………………�
　 武里地区体育祭………………………………………�
　 武里団地地区体育祭…………………………………�

★日赤社員・社協会員の増強への協力　　　　　　　　★ごみの5分別収集への協力�
★赤い羽根、歳末たすけあい等募金運動への協力　　　★自主防犯活動への協力�
�
★各種審議会等への委員選出　　　　　　★各種行政機関との連絡調整　等�

【協力事業】�
�

【その他】�

平成18年度活動報告�
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４月26日他　６回�
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�

10月８日�
10月８日�
10月８日�
10月８日� 【講  師】�

　豊春地区体育祭………………………�
　幸松地区体育祭………………………�
　豊野地区体育祭………………………�
　庄和地区体育祭………………………�
�
● 市議会議員にアンケート調査実施�
● 研修会…………………………�
�
�
【演  題】 「江戸幕府に学ぶ、安全・安心の�
　　　　　　まちづくり」�
　　　　　　�

講談師　　　一龍斎 貞花 氏�
�

講　演�

e主な内容e

■自治会・町会・地区・区の特色及び活動状況の紹介、役員視察研修報告
■粕壁地区の紹介、市議会議員へのアンケート調査報告



春 日 部 市 自 治 会 連 合 会 π

備
後
須
賀
第
５
自
治
会
は
、
会
員

数
二
百
五
十
五
世
帯
。
ほ
と
ん
ど
の

会
員
は
、
生
ま
れ
育
ち
が
、
こ
の
地

域
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
が
故
に
、

い
ろ
い
ろ
な
自
治
会
活
動
を
通
し

て
、「
こ
の
地
域
を
自
分
た
ち
の
家

族
の
ふ
る
里
に
し
よ
う
」「
地
域
の

ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
め
、
自
分
た
ち

の
地
域
を
安
全
・
安
心
な
地
域
に
し

よ
う
」
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
私
共

の
自
治
会
活
動
は
「
で
き
る
人
が
、

で
き
る
時
に
・
で
き
る
事
を
し
よ

う
」「
自
治
会
行
事
に
参
加
す
る
と
、

顔
見
知
り
に
な
り
、
あ
い
さ
つ
し
た

り
、
気
安
く
会
話
も
し
た
り
し
て
友

達
が
増
え
て
い
く
事
に
な
り
、
こ
こ

で
生
活
し
て
い
る
と
の
実
感
が
湧
い

て
き
ま
す
」
と
会
員
の
皆
さ
ん
に
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
が
、

平
成
十
五
年
七
月
よ
り
始
め
た
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
、
現
在
三
百
六
十
五
回

継
続
中
で
す
。
平
成
十
七
年
十
二
月

よ
り
備
後
小
学
校
の
登
校
日
、
毎
日

行
っ
て
い
る
児
童
下
校
時
の
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
で
す
。
ま
た
、
自
治
会
行

事
の
実
行
に
は
、
総
勢
四
十
五
名
の

役
員
・
班
長
さ
ん
が
企
画
し
実
行
に

当
た
り
ま
す
。
十
八
年
度
は
、
新
年

会
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
高
齢
社
会
を

楽
し
む
会
・
納
涼
大
会
・
運
動
会
・
餅

つ
き
大
会
を
企
画
実
行
し
ま
し
た
。

ま
た
、
別
に
有
志
に
よ
る
、そ
う
め

ん
流
し
・
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
焼
き
・
さ

つ
ま
い
も
掘
り
・
芋
煮
会
な
ど
な
ど

子
供
た
ち
に
も
楽
し
い
行
事
が
あ
り

ま
し
た
。
行
事
に
は
多
く
の
方
が
参

加
し
ま
す
。
こ
の
地
域
も
高
齢
化
が

進
み
ま
す
ま
す
自
治
会
活
動
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。「
地
域
の
ふ
れ

あ
い
・
輪
」
が
広
が
っ
て
い
け
ば
良

い
な
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
地
区
は
県
道
内
牧
、
武

里
線
が
通
り
、
市
の
北
西
部
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
地
区
内
に
は
内
牧
公

園
、
共
栄
大
学
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
彩
光
苑
、
春
日
部
エ
ミ
ナ
ー
ス

等
の
施
設
が
あ
り
、
ま
た
、
果
実
園

を
中
心
に
い
ろ
い
ろ
な
観
光
農
園
が

盛
ん
な
緑
豊
か
な
地
域
で
す
。
現
在

十
五
の
自
治
会
で
四
百
七
十
世
帯
余

り
の
会
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
役
員

は
区
長
、
区
長
代
理
、
会
計
監
事
各

一
名
と
自
治
会
長
十
三
名
で
構
成
さ

れ
、
民
生
委
員
、
地
域
防
犯
推
進
委

員
、
ク
リ
ー
ン
推
進
委
員
、
体
育
振

興
委
員
と
あ
り
ま
す
。

年
間
の
行
事
と
し
て
は
、
総
会
、

春
の
ク
リ
ー
ン
デ
ー
、
体
育
祭
、
文

化
祭
、
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
等
が
あ
り
ま
す
。
皆
様

が
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
体
力
の
向

上
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。
赤
い
羽
根
日
本
赤
十

字
歳
末
助
け
合
い
運
動
に
も
、
皆
様

方
の
ご
協
力
を
頂
き
、
目
標
の
九
十

五
％
と
大
変
高
い
実
績
を
上
げ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
善
意
が
社
会
福
祉

事
業
に
貢
献
で
き
れ
ば
良
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
の
防
災
意

識
を
高
め
る
た
め
に
防
災
訓
練
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
彩
光
苑
に

て
二
区
の
皆
様
と
合
同
で
防
災
本
部

の
指
導
を
頂
き
、
参
加
者
百
五
十
名

で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
彩
光
苑
と
二
区
自
治
会
で
災
害
援

助
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
お
互
い
が

助
け
合
っ
て
安
心
で
き
る
環
境
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
四

季
を
通
し
大
き
な
施
設
や
観
光
農
園

を
利
用
し
多
く
の
方
々
が
訪
れ
る
地

域
で
す
の
で
、
今
後
も
地
区
の
皆
様

の
協
力
を
頂
き
、
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
と
「
和
」
を
大
切
に
し
て

住
み
や
す
い
地
域
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

藤
ヶ
丘
文
化
村
自
治
会
は
豊
野
地

区
に
あ
り
、
東
は
庄
内
古
川
、
西
は

古
利
根
川
に
囲
ま
れ
た
中
間
地
点
の

場
所
に
あ
り
ま
す
。
現
在
は
千
三
十

戸
の
住
宅
街
で
す
。
平
成
十
七
年
三

会　長

横山敏美

備
後
須
賀
第
５
自
治
会

会　長

尾堤光作

内
牧
二
区
自
治
会
連
合

会　長

中橋　修

藤
ヶ
丘
文
化
村
自
治
会

e 順不同 e�

新年会のようす

防 災 訓 練
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月
に
ゆ
り
の
木
橋
の
完
成
、
五
月
に

は
路
線
バ
ス
の
開
通
が
あ
り
高
齢
化

地
域
に
は
市
街
に
出
か
け
る
最
良
の

足
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
の
組

織
は
総
務
部
・
会
計
部
・
厚
生
部
・

防
災
部
・
文
化
部
・
広
報
部
・
婦
人

部
の
七
部
で
、
仕
事
内
容
で
各
部
の

担
当
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
各
部
の

協
力
で
行
う
大
き
な
行
事
は
納
涼

祭
、
地
区
体
育
祭
、
敬
老
会
、
防
災

訓
練
で
す
が
活
動
内
容
は
前
回
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
モ

デ
ル
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
一
は
、
農
林
水
産
省
の
実
施

し
た
一
般
家
庭
よ
り
出
る
廃
食
油
の

回
収
事
業
で
、
期
間
は
平
成
十
一
年

十
二
月
か
ら
二
か
年
で
し
た
が
、
現

在
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

そ
の
二
は
、
消
防
庁
よ
り
依
託
さ

れ
た
õ
全
国
消
防
機
器
協
会
が
実
施

し
て
い
る
全
国
四
十
七
都
道
府
県
対

象
の
市
町
村
で
二
十
か
所
指
定
し
、

埼
玉
県
で
は
今
だ
ゼ
ロ
の
事
業
に
春

日
部
市
消
防
本
部
予
防
課
よ
り
「
平

成
十
八
年
度
秋
季
全
国
火
災
予
防
運

動
に
あ
わ
せ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
配
布
（
無
償
）
モ
デ
ル
事
業
」
へ

の
打
診
が
あ
り
、
二
か
月
間
の
準
備

で
応
募
し
て
見
事
に
十
月
三
十
日
に

決
定
通
知
が
あ
っ
た
の
で
す
。

自
分
た
ち
の
生
命
・
財
産
は
自
分

た
ち
で
守
る
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
住
み

よ
い
街
、
住
ん
で
良
か
っ
た
街
、
住

ん
で
み
た
い
街
、
安
全
、
安
心
の
街

を
目
指
し
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で

皆
様
方
の
ご
支
援
ご
指
導
の
程
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
生
一
区
は
、
東
武
野
田
線
の
南

側
、
南
桜
井
駅
か
ら
江
戸
川
寄
り
に

徒
歩
十
分
ほ
ど
に
位
置
し
て
、
庄
和

地
区
内
で
も
隣
接
の
新
生
二
区
、
三

区
、
四
区
、
五
区
（
合
計
約
二
百
五

十
世
帯
）
と
、
も
っ
と
も
古
く
か
ら

の
住
宅
街
で
、
四
班
、
七
十
五
世
帯
、

ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
五
基
の
規
模
で

す
。以

前
は
先
の
五
区
合
同
で
、
夏
の

二
日
間
区
内
の
公
園
で
納
涼
祭
を
実

施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
新

生
地
区
自
主
防
災
会
や
、
毎
月
一
回

の
資
源
ゴ
ミ
回
収
の
共
同
実
施
、
公

園
・
地
区
集
会
所
の
維
持
・
管
理
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
阪
神
大
震
災
の
教
訓
と
、

住
宅
が
密
集
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り

比
較
的
早
い
時
期
に
立
ち
上
げ
た
自

主
防
災
会
は
、
毎
月
資
源
ゴ
ミ
回
収

時
に
各
区
の
持
ち
回
り
で
自
主
防
災

役
員
が
ポ
ン
プ
や
発
電
機
な
ど
機
具

の
始
動
点
検
を
行
い
、
年
に
一
回
、

消
防
署
の
ご
協
力
を
頂
き
、
全
体
で

大
規
模
な
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

新
生
一
区
単
独
と
し
て
は
、
秋
の

庄
和
地
区
体
育
祭
へ
の
参
加
を
続
け

て
お
り
ま
す
が
、
年
々
選
手
の
加
齢

で
競
技
よ
り
も
応
援
が
主
体
の
現
状

で
す
。
今
、
区
と
し
て
の
大
き
な
関

心
事
は
、
現
在
庄
和
地
区
で
実
施
し

て
い
る
可
燃
ゴ
ミ
の
回
収
ダ
ス
ト
ボ

ッ
ク
ス
の
存
続
で
す
。
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
方
式
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
昨
今

で
す
が
、
環
境
美
化
に
は
最
良
の
方

法
だ
と
思
い
ま
す
。
月
に
一
度
の
資

源
ゴ
ミ
回
収
も「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

と
し
て
定
着
し
、
限
り
あ
る
資
源
の

リ
サ
イ
ク
ル
と
環
境
維
持
に
つ
い
て

の
関
心
と
意
識
は
高
く
、
ど
ち
ら
も

ぜ
ひ
存
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

内
出
町
は
、
粕
壁
地
区
の
北
に
位

置
し
、
ヨ
ー
カ
堂
の
北
側
か
ら
春
日

部
中
学
校
に
か
け
、
東
武
線
の
両
側

に
約
三
百
二
十
世
帯
で
構
成
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
役
員
は
、
二
十
八
名
の

組
長
と
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
る
十
八

名
の
理
事
で
構
成
さ
れ
、
理
事
の
互

選
で
会
長
、
副
会
長
、
会
計
そ
の
他

の
担
当
を
分
担
し
、
い
ろ
い
ろ
な
行

事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
協

力
団
体
と
し
て
、
寿
会
、
婦
人
会
、

育
成
会
が
あ
り
ま
す
。
約
二
十
年
前

に
発
足
し
た
小
槌
会
は
町
名
の
内
出

に
打
出
を
か
け
た
名
前
で
、
現
在
約

九
十
名
、
町
内
の
有
志
で
構
成
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
七
月
の
夏
祭
り
、
十

月
の
体
育
祭
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
等

町
内
は
も
と
よ
り
、
育
成
会
で
行
う

ち
び
っ
子
相
撲
大
会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
等
に
も
活
躍
さ
れ
、
町
内
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
、
諸
行
事

の
進
行
の
中
心
と
な
り
、
大
き
な
力

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

年
間
行
事
は
他
の
町
内
と
ほ
ぼ
同

じ
で
す
が
、
防
災
訓
練
は
春
日
町
、

陣
屋
、
旭
町
と
合
同
で
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
夏
祭
り
に
は
御
輿
と

山
車
で
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

御
輿
と
山
車
は
、
当
町
内
の
棟
梁
の

藤
原
氏
の
手
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
去
年
ま
で

は
八
月
に
ち
び
っ
子
相
撲
大
会
、
婦

人
会
の
盆
踊
り
大
会
を
行
っ
て
き
ま

区　長

平澤　保

新
生
一
区

資源回収と公園の除草

会　長

三原謹二郎

内
出
町
会

ちびっ子相撲大会

住宅用火災警報器説明会



し
た
が
、
今
年
は
場
所
の
確
保
が
難

し
く
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
ひ
と
つ
伝
統
の
灯
が
消
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
当
地
区
も
、

昔
に
比
べ
、
瓦
、
た
ん
す
の
職
人
が

減
り
、
住
宅
が
増
え
て
静
か
な
住
宅

地
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
安
全
で
住
み
よ
い
、

街
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
た
ち
の
地
区
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
の
度
の
合
併
で
新

川
は
市
の
中
央
に
位
置
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
。
中
川
上
流
の
庄
内
古
川

沿
い
に
南
北
に
広
が
る
地
形
で
中
心

部
を
国
道
十
六
号
が
横
断
し
て
い
ま

す
。
地
区
全
体
が
調
整
区
域
で
地
区

面
積
の
大
半
は
緑
豊
か
な
農
耕
地
で

す
。
世
帯
数
は
現
在
七
十
八
戸
で
六

つ
の
組
に
分
か
れ
て
ま
す
。
地
区
役

員
は
地
区
長
・
副
地
区
長
・
会
計
・

監
査
・
組
長
と
組
理
事
で
構
成
さ
れ
、

必
要
に
応
じ
て
随
時
役
員
会
を
開
き

円
滑
な
事
業
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

年
間
行
事
と
し
て
は
四
月
の
総

会
・
十
月
の
地
区
体
育
祭
・
一
月
の

新
年
会
等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
五

月
・
八
月
・
十
一
月
の
年
三
回
行
っ

て
い
る
ち
び
っ
子
広
場
と
集
会
所
周

辺
の
清
掃
作
業
は
、
環
境
美
化
と
と

も
に
住
民
の
連
帯
感
を
高
め
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
る
意
味
で

全
世
帯
参
加
の
も
と
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
昨
年
か
ら
小
学
生

児
童
の
下
校
時
の
安
全
を
見
守
る
た

め
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
編
成
し
て
活
動

を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
地
区
独

自
の
伝
統
行
事
と
し
て
、
春
、
秋
の

香
取
神
社
の
例
大
祭
と
、
二
百
年
か

ら
の
歴
史
を
も
つ
不
動
尊
の
祭
典
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
祭
典
は
、
毎
年
二

月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、

不
動
堂
で
の
護
摩
修
行
は
新
川
の

「
不
動
さ
ま
」
と
し
て
昔
か
ら
近
郷

近
在
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
前
日
の
準
備
か
ら
始
ま
る
こ

の
行
事
は
今
も
昔
の
ま
ま
に
こ
の
地

区
の
伝
統
文
化
と
し
て
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

今
後
も
伝
統
を
大
切
に
し
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
近
代
化
に

向
け
て
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
地
区
は
市
の
西
南

に
位
置
し
、
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
に

隣
接
し
た
緑
の
多
い
地
域
で
す
。
昔

は
純
農
村
地
帯
で
あ
り
ま
し
た
が
、

昭
和
五
十
年
代
に
入
り
、
市
道
が
整

備
さ
れ
徐
々
に
開
発
が
進
み
、
地
区

の
東
側
に
は
多
く
の
方
々
が
楽
し
め

る
憩
い
の
場
と
し
て
、
春
日
部
湯
元

温
泉
が
で
き
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
介

護
施
設
の
「
ち
と
せ
」、
武
里
病
院

等
の
施
設
が
で
き
た
事
に
よ
り
、
環

境
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。ま
た
、

春
日
部
駅
よ
り
バ
ス
路
線
も
開
設
さ

れ
、
通
勤
、
買
物
に
行
く
の
も
大
変

便
利
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
当
地
区
の
運
営
は
、
地
区

長
他
、
六
名
の
役
員
、
班
長
、
ク
リ

ー
ン
推
進
員
を
含
め
、
五
つ
の
推
進

員
を
も
っ
て
構
成
し
、
役
員
会
で
検

討
し
総
会
で
の
承
認
を
得
て
、
行
っ

て
い
ま
す
。
行
事
活
動
と
し
て
は
、

新
年
会
、
総
会
、
市
の
ク
リ
ー
ン
デ

イ
を
含
め
年
三
回
の
清
掃
、
防
災
訓

練
、
豊
春
地
区
体
育
祭
の
参
加
、
他

に
年
間
を
通
し
て
の
防
犯
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、
文
化
的

行
事
と
し
て
、
春
祈
祷
、
百
万
遍
、

虫
追
い
等
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で

も
、
虫
追
い
は
、
市
の
広
報
・
新
聞

等
で
紹
介
さ
れ
た
所
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
昔
か
ら
の
行
事
と
し
て
、

竹
棒
に
稲
わ
ら
を
捲
き
、
松
明
と
し

て
ホ
ー
イ
・
ホ
ー
イ
と
掛
け
声
と
と

も
に
地
域
を
練
り
歩
き
、
害
虫
駆
除

と
五
穀
豊
穰
を
祈
願
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
文
化
的
な
行
事
を

後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
時
代
と
共
に
消
え
つ
つ
あ
り

残
念
に
思
い
ま
す
。

地
区
と
し
て
今
後
、
住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
す
事
が
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

私
た
ち
の
地
区
を
紹
介
い
た
し
ま

す
。
一
ノ
割
駅
を
挟
ん
で
旧
四
号
国

道
か
ら
呑
竜
幼
稚
園
の
近
く
ま
で
の

地
区
で
す
が
、
一
ノ
割
は
五
地
区
で

一
ノ
割
町
会
を
組
織
し
、
合
同
活
動

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

年
間
活
動
と
し
て
、
春
の
ク
リ
ー

ン
デ
ー
は
全
住
民
が
参
加
し
町
の
美

化
運
動
に
協
力
し
、
恒
例
と
な
り
ま

し
た
夏
祭
り
で
は
子
ど
も
会
か
ら
高

齢
者
ま
で
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
二

日
間
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

当
地
区
で
は
「
防
災
対
策
」
を
重

視
し
て
お
り
、
防
災
訓
練
で
は
関
係

機
関
の
協
力
を
得
ま
し
て
初
期
消
火

訓
練
等
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
他
地
区
に
先
駆
け
、
地
域
内
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
フ
ラ
ワ
ー

ヒ
ル
と
の
災
害
時
相
互
援
助
協
定
を
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締
結
し
、
広
域
的
な
地
震
や
風
水
害

の
発
生
時
に
は
相
互
に
援
助
し
て
い

く
予
定
で
す
。
ま
た
、
自
主
防
災
組

織
の
見
直
し
、
防
災
冊
子
・
防
災
避

難
所
マ
ッ
プ
の
全
戸
配
布
を
行
う
と

と
も
に
、
世
帯
員
名
簿
を
各
班
長
に

保
管
し
て
い
た
だ
き
、
避
難
所
で
の

各
班
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
各
家
庭
よ

り
の
避
難
状
況
を
把
握
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
組
織
い
た
し
ま
し
た
。
さ

ら
に「
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る
」

を
合
い
言
葉
に
地
域
の
子
ど
も
た
ち

を
地
域
で
守
る
た
め
に
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
地
区
の
課
題
は
、
自
治
会

未
加
入
者
問
題
の
解
決
と
い
わ
ゆ
る

「
二
〇
〇
七
年
問
題
」
と
な
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
団
塊
世
代
の
大
量
退
職

に
伴
い
、
日
本
経
済
を
支
え
た
皆
さ

ん
が
地
域
に
帰
っ
て
参
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
揮

し
て
い
た
だ
け
る
場
を
提
供
し
、
併

せ
て
世
代
間
の
橋
渡
し
役
と
し
て
期

待
い
た
し
て
お
り
、
地
域
の
活
性
化

に
協
働
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

六
軒
町
は
、
一
ノ
割
駅
か
ら
も
、

藤
の
牛
島
駅
か
ら
も
約
一
・
五
キ
ロ

程
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。
一
昨
年

ゆ
り
の
木
橋
が
開
通
し
、
バ
ス
が
運

行
し
ま
し
た
の
で
、
中
心
街
に
出
る

の
に
便
利
に
な
り
、
最
適
な
住
宅
地

で
す
。
老
若
が
一
緒
に
自
治
活
動
に

参
加
し
て
、
と
て
も
活
発
な
自
治
会

だ
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
の

会
員
数
は
七
百
九
十
二
世
帯
と
な

り
、
九
ブ
ロ
ッ
ク
に
区
分
、
四
十
七

班
の
班
長
、
九
人
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
、

幹
事
若
干
名
（
会
長
、
副
会
長
、
会

計
も
含
む
）・
総
務
部
・
厚
生
部
・

防
犯
防
災
部
・
広
報
部
の
担
当
を
置

き
、
班
長
以
上
は
各
部
に
所
属
し
、

目
的
達
成
の
た
め
の
事
業
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。
平
成
十
一
年
に
は
自

主
防
災
組
織
も
発
足
、
い
ざ
と
い
う

時
の
心
構
え
を
養
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
平
成
十
七
年
度
に
は
、
簡
易
保
険

の
保
険
料
団
体
払
込
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
慎
重
に
審
議
、
総
会
の
決
議

を
経
て
発
足
、
加
入
者
の
方
々
に
感

謝
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

通
年
の
行
事
と
し
て
は
、
五
月
総

会
、
秋
の
収
穫
祭
の
準
備
と
し
て
サ

ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
、
七
月
に
は
日

帰
り
親
睦
研
修
会
、
夏
と
秋
は
公
園

の
草
取
り
を
大
勢
の
参
加
で
汗
を
流

し
ま
す
。
八
月
第
三
土
曜
日
は
夏
祭

り
で
す
。
午
前
中
は
地
元
の
守
神
で

あ
る
大
杉
神
社
の
御
輿
を
五
穀
豊

穣
・
家
内
安
全
を
祈
り
な
が
ら
「
辻

斬
り
」
と
言
う
伝
統
行
事
を
行
い
ま

す
。
午
後
か
ら
は
子
供
会
中
心
の
ゲ

ー
ム
や
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
模
擬
店
な

ど
自
治
会
総
出
の
に
ぎ
わ
い
で
す
。

秋
に
は
収
穫
祭
と
年
間
を
通
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
の
中
で
地
区
住
民
の

親
睦
と
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

自
治
会
の
目
的
と
思
い
、
今
後
も
役

員
一
同
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

米
島
第
一
区
は
、
旧
米
島
地
区
が

四
分
割
し
、
平
成
四
年
に
誕
生
し
ま

し
た
。
川
辺
小
学
校
裏
手
よ
り
香
取

神
社
に
至
る
小
高
い
台
地
に
三
百
七

十
五
世
帯
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
南

桜
井
駅
よ
り
徒
歩
十
分
と
交
通
は
便

利
で
、
閑
静
な
住
宅
街
で
す
が
、
県

道
沿
い
は
、
ダ
ン
プ
車
の
走
行
が
激

し
く
騒
音
に
悩
ま
し
い
こ
と
で
す
。

自
治
会
は
区
長
、
副
区
長
、
会
計

庶
務
二
名
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
三
名
で
役

員
会
を
構
成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
下
部
組
織
と

し
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
班
長
制
を

設
け
、
広
報
等
の
配
布
な
ど
情
報
の

伝
達
や
資
源
回
収
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
互
い
協
力
し
合
い
、
会
は
円

滑
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
た
だ

資
源
回
収
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
難

題
が
出
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

旧
庄
和
町
時
代
で
は
、
応
分
の
補

助
金
が
あ
り
、
町
有
バ
ス
を
利
用
し

た
「
バ
ス
旅
行
」
や
「
新
年
カ
ラ
オ

ケ
大
会
」
を
盛
大
に
実
施
し
、
会
員

相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡

大
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
思
い
出
に

残
る
よ
き
時
代
で
し
た
。

現
在
は
厳
し
い
財
政
難
の
時
代
。

乏
し
い
中
で
も
「
新
年
会
」
は
続
行

し
て
い
ま
す
。
年
々
参
加
者
は
増
加

の
傾
向
に
あ
り
、
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
ま
た
、
年
末
に
は
、
役
員
、
班

長
合
同
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
、意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

自
治
会
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
は
、
会
員
相
互
が
信
頼
し
合
え

る
温
か
い
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が

基
盤
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め

に
は
、
何
を
す
べ
き
か
、
残
る
課
題

は
多
い
で
す
。

役
員
一
同
、
襟
を
正
し
、
精
進
す

る
所
存
で
す
。
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私
た
ち
の
自
治
会
は
、
市
の
東
部

に
あ
り
、
東
武
野
田
線
、
藤
の
牛
島

駅
の
両
側
に
ま
た
が
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
年
代
は
、
四
番
地
区
の

外
れ
か
ら
駅
舎
が
見
え
た
長
閑
な
田

園
地
帯
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
人
口
の
増
加
が
続
き
現

在
は
八
百
世
帯
、
二
千
百
人
と
幸
松

地
区
で
二
番
目
の
大
き
な
自
治
会
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
・
郵
便

局
・
小
学
校
・
児
童
館
に
近
く
便
利

で
閑
静
な
住
宅
地
で
も
あ
り
ま
す
。

自
治
会
は
防
災
会
と
一
体
で
運
営

さ
れ
、
行
事
は
平
成
十
一
年
に
市
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
費
と
し

て
助
成
金
の
交
付
が
あ
り
、
こ
の
交

付
金
で
住
民
が
一
堂
に
集
ま
り
楽
し

め
る
行
事
と
し
て
、
お
祭
り
広
場
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
継
続
し
て
実
施
希

望
の
声
が
あ
り
、
こ
れ
を
機
会
に
自

治
会
会
則
を
制
定
し
て
行
事
予
算
を

計
上
し
、
次
の
行
事
の
定
着
化
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

春
と
秋
の
ク
リ
ー
ン
デ
イ
、
可
搬

式
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る
防
災
訓
練
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
健
康
寄
席
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
餅
つ
き
大

会
、
み
ま
も
り
隊
、
い
き
い
き
サ
ロ

ン
の
設
立
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
支
え
て

い
る
の
は
組
長
さ
ん
を
は
じ
め
ク
リ

ー
ン
推
進
員
、
防
犯
推
進
員
、
体
育

振
興
員
、
小
・
中
学
校
地
区
員
、
交

通
安
全
協
会
員
、
民
生
児
童
員
と
み

ま
も
り
隊
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
会
、

そ
し
て
地
域
住
民
の
皆
様
方
の
協
力

で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
自
治
会
の
目

的
で
あ
る
住
民
の
親
睦
と
健
全
な
る

発
展
を
図
り
、
共
に
住
民
の
共
同
の

福
祉
と
安
全
の
増
進
に
努
め
て
い
く

所
存
で
す
。

私
た
ち
の
住
む
自
治
会
は
、
東
武

野
田
線
豊
春
駅
か
ら
西
の
方
に
位
置

す
る
所
で
世
帯
数
は
、
二
百
六
十
世

帯
前
後
で
す
。
会
長
・
副
会
長
・
総

務
・
会
計
・
監
事
各
一
名
と
、
一
班

か
ら
十
一
ま
で
の
各
班
長
で
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。

当
地
区
は
四
十
数
年
の
歴
史
が
あ

り
、
そ
の
間
に
、
地
区
長
が
三
回
変

わ
り
ま
し
た
。
私
が
今
回
会
長
に
任

命
さ
れ
た
の
は
平
成
十
七
年
四
月

で
、
四
代
目
の
自
治
会
長
で
す
。
主

な
年
中
行
事
と
致
し
ま
し
て
、
四
月

に
総
会
、
十
月
に
は
体
育
祭
、
十
一

月
に
は
防
災
訓
練
、
毎
月
第
二
土
曜

日
に
は
、ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
会
な
ど
、

そ
の
他
役
員
会
、
班
長
会
議
な
ど
必

要
に
応
じ
て
随
時
い
ろ
い
ろ
な
行

事
・
会
合
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
当
自
治
会
と
し
て
は
、
集
会
所

が
な
い
の
が
一
番
の
悩
み
で
し
た
。

ま
ず
自
治
会
の
総
務
と
相
談
し
、
そ

れ
か
ら
、各
役
員
・
班
長
を
招
集
し
相

談
、
今
年
、
ぜ
ひ
集
会
所
を
建
て
た

い
と
い
う
事
で
一
致
し
ま
し
た
。
こ

の
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
自
治

会
の
総
務
を
は
じ
め
役
員
、
各
会
員

の
皆
様
に
は
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た

事
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

近
い
内
に
集
会
所
が
完
成
致
し
ま

す
が
、
地
域
の
皆
様
に
は
一
人
で
も

多
く
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

や
身
体
の
不
自
由
な
方
な
ど
集
会
所

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
皆

様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
自
治
会
の
行
事
に
つ

き
ま
し
て
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
の

ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

桜
台
二
区
自
治
会
は
、
昭
和
四
十

六
年
に
、
東
武
野
田
線
「
南
桜
井
」

駅
の
北
部
に
開
発
さ
れ
た
一
戸
建
て

住
宅
の
住
民
で
結
成
さ
れ
た
自
治
会

で
す
。

そ
の
後
、
近
隣
の
十
数
軒
の
住
宅

も
含
ま
れ
、
現
在
約
二
百
五
十
程
の

世
帯
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
駅
前

通
り
の
個
人
商
店
を
の
ぞ
い
て
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
の
世
帯
が
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
、
東
京
方
面
に
勤
め
て
い
る
人

が
多
い
よ
う
で
す
。
自
治
会
設
立
当

初
の
三
十
五
年
前
に
働
き
ざ
か
り
だ

っ
た
青
年
も
、
今
で
は
六
十
歳
を
超

え
、
息
子
、
娘
の
代
に
移
り
、
自
治

会
構
成
も
二
世
帯
住
宅
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
そ
の
分
、
高
齢
者
が
増
え

当
自
治
会
内
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
「
二

桜
会
」
の
メ
ン
バ
ー
も
近
年
と
み
に

増
え
、
百
数
十
名
に
至
っ
て
お
り
、

自
治
会
内
の
一
大
勢
力
で
す
。
自
治

会
主
催
の
催
し
事
と
し
て
は
、
春
の

「
三
世
代
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」、
夏

の
「
夏
ま
つ
り
」、
秋
の
「
運
動
会
」

と
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」、

冬
の
「
ひ
な
ま
つ
り
大
会
」
と
盛
り

だ
く
さ
ん
で
、
役
員
も
大
変
で
す
。

役
員
構
成
は
、
全
世
帯
を
十
一
の

班
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
か
ら
班

長
、
副
班
長
の
二
名
が
順
番
制
で
選

ば
れ
、
そ
の
他
に
全
世
帯
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
自
治
会
会
長
の
指
揮
の
も

会　長

斉藤和男

道
口
蛭
田
地
区
自
治
会

区　長

藤田和仁

桜
台
二
区

夏 ま つ り

道口蛭田集会所（建築中）

み ま も り 隊

会長

清水　肇

牛
島
４
番
地
区
自
治
会
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と
に
、
全
活
動
の
お
世
話
を
し
て
い

ま
す
。
近
年
、
防
災
、
防
犯
活
動
に

も
力
を
入
れ
、
毎
年
百
五
十
名
ほ
ど

参
加
す
る
「
自
主
防
災
総
合
訓
練
」

の
他
に
、
自
治
会
内
の
「
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
」「
学
童
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
、
近
隣
の
自
治
会

等
と
も
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
自
治

会
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

当
地
区
は
市
の
南
方
に
あ
り
、
旧

国
道
四
号
か
ら
東
武
伊
勢
崎
線
、
武

里
団
地
を
挟
み
、
西
方
向
に
広
範
囲

に
あ
り
ま
す
。世
帯
数
千
五
十
戸
程
、

百
八
班
、
十
一
ブ
ロ
ッ
ク
に
編
成
さ

れ
、
自
治
会
長
・
会
長
代
理
・
副
会

長
・
会
計
・
各
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
で
運

営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

大
畑
に
は
、
三
百
七
十
年
余
り
の

歴
史
を
持
つ
県
の
無
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
「
や
っ
た
り
踊
り
」

が
あ
り
ま
す
。
毎
年
七
月
第
三
土
曜

日
の
夜
子
若
（
子
供
）
は
、
ハ
ッ
ピ

姿
で
百
人
あ
ま
り
、
若
衆
三
十
人
程

が
揃
い
の
浴
衣
に
赤
い
鉢
巻
と
赤
い

鼻
緒
の
草
履
と
い
っ
た
出
で
立
ち
で

西
光
寺
か
ら
香
取
神
社
へ
と
笛
・
太

鼓
の
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
道
路
を
練

り
込
み
踊
り
で
進
み
ま
す
。
神
社
境

内
で
は
、
小
若
と
若
衆
で
交
互
に

「
扇
子
踊
り
」「
手
踊
り
」
を
「
や
っ

た
り
・
や
っ
た
り
・
や
っ
た
り
な
ぁ

ー
」
と
踊
り
手
の
天
を
突
く
よ
う
な

力
強
い
掛
け
声
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

踊
っ
て
奉
納
し
ま
す
。
祭
礼
は
、
若

衆
を
中
心
に
住
民
が
側
面
か
ら
協
力

し
て
境
内
の
飾
り
付
け
な
ど
を
行

い
、「
や
っ
た
り
踊
り
」
を
通
し
て
地

域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
燃
え
上
が

る
、ま
さ
に「
や
っ
た
り
」な
の
で
す
。

ま
た
、
婦
人
部
、
老
人
会
、
子
供
会

な
ど
の
会
が
あ
り
、
香
取
神
社
初
詣

に
は
甘
酒
の
提
供
、
桜
の
花
見
会
、

潮
干
狩
り
、
公
園
の
草
取
り
、
ク
リ

ー
ン
デ
イ
の
掃
除
、
地
区
体
育
祭
の

練
習
、
餅
つ
き
大
会
、
防
災
訓
練
な

ど
を
行
い
、
一
年
程
前
か
ら
は
通
学

路
の
安
全
の
た
め
、
大
勢
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
の
ご
協
力
を
得
て
、
安

全
で
温
か
い
街
大
畑
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
ご
指
導
、

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

神
間
区
は
約
八
十
七
世
帯
あ
り
、

西
側
に
は
中
用
水
路
、
東
側
に
は
郷

田
用
水
が
通
り
、
昔
か
ら
稲
作
を
中

心
と
し
た
兼
業
農
家
が
多
く
緑
に
恵

ま
れ
た
区
で
す
。

数
十
年
前
か
ら
数
人
の
方
が
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
に
て
、
茄
子
、
胡
瓜
の

促
成
栽
培
を
始
め
、
今
で
は
技
術
も

向
上
し
、
蜂
に
よ
る
花
粉
の
交
配
で

生
産
し
た
品
物
は
、
東
京
の
市
場
な

ど
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
最
近
道
の

駅
庄
和
が
で
き
、
各
農
家
で
栽
培
さ

れ
た
新
鮮
で
安
全
な
農
産
物
を
出
品

販
売
し
て
い
ま
す
。
同
地
区
に
は
、

北
公
民
館
、
富
多
小
学
校
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設
が
あ

り
、
セ
ン
タ
ー
の
東
側
に
は
公
園
が

あ
っ
て
除
草
作
業
は
同
地
区
の
人
た

ち
で
行
っ
て
い
ま
す
。

区
の
中
心
を
流
れ
る
排
水
路
に
は

桜
の
木
が
植
え
ら
れ
、
遊
歩
道
も
あ

り
花
の
咲
く
こ
ろ
に
は
散
策
す
る
人

た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
小
学
校
の

西
側
に
は
富
多
神
社
が
あ
り
、
除
夜

の
鐘
が
鳴
る
こ
ろ
に
な
る
と
初
詣
の

人
た
ち
が
大
勢
参
拝
に
来
ま
す
。
境

内
で
は
豚
汁
、
甘
酒
等
が
無
料
で
配

ら
れ
、
榎
地
区
の
人
た
ち
の
お
囃
子

が
披
露
さ
れ
、
参
拝
に
訪
れ
た
方
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
当
地

区
に
は
六
組
合
あ
り
集
会
所
も
二
か

所
あ
り
ま
す
。
第
一
集
会
所
で
は
毎

年
八
月
十
六
日
に
三
世
代
交
流
夏
祭

り
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
八
月
最
後

の
土
・
日
に
は
区
全
体
の
一
泊
二
日

の
親
睦
旅
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
資

源
回
収
、
美
化
運
動
等
は
全
世
帯
一

名
ず
つ
参
加
し
、
資
源
回
収
は
二
か

所
の
集
会
所
で
当
番
制
で
行
い
、
役

員
は
農
家
組
合
長
六
名
、
評
議
委
員

六
名
、
区
長
、
区
長
代
理
、
会
計
、

合
計
十
五
名
の
メ
ン
バ
ー
で
、
区
費

の
集
金
、運
営
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
各
位
の
ご
指
導
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

会　長

海老原武士

大
畑
自
治
会

三世代交流夏祭り

役
員
視
察
研
修
報
告�

去
る
平
成
18
年
11
月
16
日
・
17

日
、
自
治
会
に
よ
る
防
犯
活
動
と

自
主
防
災
活
動
の
参
考
と
す
る
た

め
、
先
進
地
で
あ
る
神
奈
川
県
南

足
柄
市
と
静
岡
県
伊
東
市
を
視
察

い
た
し
ま
し
た
。
南
足
柄
市
で
は
、

郷
土
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
る
「
足
柄

山
の
金
太
郎
」
を
マ
ス
コ
ッ
ト
に

防
犯
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
様

子
を
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
東

市
で
は
や
が
て
起
こ
る
で
あ
ろ
う

東
海
地
震
に
備
え
る
自
主
防
災
活

動
状
況
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
こ

れ
か
ら
の
自
治
会
活
動
に
大
い
に

参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
に
よ
り
、
地
域
の

安
全
や
活
性
化
を
進
め
る
自
主
的

で
地
道
な
活
動
の
重
要
性
や
、
災

害
時
に
皆
で
協
力
し
助
け
合
う
こ

と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
個
人
の
力
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
全
員

で
協
力
し
助
け
合
う
自
治
会
活
動

を
通
し
て
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

区　長

矢島騏一郎

神
間
区

やったり踊り



介�粕�壁�地�区� 紹�の�
《粕壁地区自治会連合会》（24自治会等）�
上 町 町 内 会 �
仲 町 町 内 会 �
本 町 地 区 会 �
三 枚 橋 町 内 会 �
一 宮 町 町 会 �
東 町 町 会 �
川 久 保 自 治 会 �
大 砂 町 内 会 �
元 新 宿 町 内 会 �
内 谷 町 会 �
大 池 町 会 �
浜 川 戸 町 内 会 �
宮 本 町 町 会 �
八 木 崎 町 会 �
内 出 町 会 �
春 日 町 町 内 会 �
陣 屋 町 内 会 �
旭 町 町 会 �
幸 町 町 内 会 �
富 士 見 町 会 �
元 町 町 会 �
中 央 １ 丁 目 町 会 �
中 央 二 丁 目 町 会 �
立 沼 町 会 �

武 井 利 男 �
種 村 　 孝 �
栗 原 幸 一 �
金 子 　 武 �
岡 安 光 男 �
関 根 良 夫 �
石 川 　 清 �
山 崎 哲 男 �
関 根 慶 剛 �
齋 藤 　 正 �
筧 田 吉 一 �
梅 田 国 造 �
齊 藤 　 繁 �
高 橋 昌 男 �
三 原 謹 二 郎 �
斉 藤 富 男 �
尾 堤 賢 次 �
三 宅 慎 太 郎 �
小 島 秀 夫 �
山 崎 祐 治 �
上 野 照 信 �
村 田 　 勸 �
梅 田 　 稔 �
並 木 素 生 �

（平成19年2月1日現在）�

春 日 部 市 自 治 会 連 合 会 ø

粕壁地区は、江戸時代日光街道の宿場町（粕壁宿）
として栄え、現在は、春日部駅を東西にはさんで商業
の中心地として発展してきた地域です。町並みは、百
貨店、銀行、寺社や桐箱、桐タンス、羽子板等の地場
産業の町工場や商店がある中に住宅が混在して、最近
はマンション建設が多く見られる地域であります。
駅の東口周辺は、都市景観形成重点地区として、昔の
面影をしのばせる街路等の整備がされ、公園・道路・
公園橋にはアートアメニティ構想による彫刻像が設置
されています。
７月には、「春日部夏まつり」が行われ、粕壁地区の
各町内会はもとより八丁目・小渕・内牧・庄和等の二
十数基の御輿が繰り出され、市内・市外から多くの人
が見物に訪れて夏の風物詩となっています。
西口周辺は、区画整理された町並みに銀行や証券会社
等のビルが建ち並び、メイン通りのふじ通りでは、毎
年４月最終日曜日に市民が中心となって作り上げる
「藤まつり」が行われ、大勢の見物人でにぎわいます。その他には、初詣で多くの参拝者が訪れる市の総鎮守
である春日部八幡神社や総合福祉センター（あしすと春日部）、中央公民館等の公共施設があります。
この地域で、24の町内会・自治会により粕壁地区自治会連合会を組織しています。
防犯パトロールなど各町内会等の活動を一層強化し、会員数の拡大に努めながら、安全で安心して暮らせ
る住みよいまちづくりを目指して今後も活動してまいりますので、よろしくお願い申し上げます。

粕壁地区自治会連合会 会長 上 野 照 信

êêêアンケート調査報告
当連合会では、昨今の社会経済情勢や市の財政状況等を考慮し、「徹底
した事業の見直しや歳出削減に努め、住みよいまちづくりを」という、市
民の声を市政に反映するよう活動してまいりました。
市議会に対しましても、現在の議員定数36人は、合併協議会や当時の首
長間の中で決定したものであり、必ずしも民意を反映しているとは考えら
れないという観点から、過去２回議員定数削減の要望書を提出してきたと
ころです。要望届かず、昨年４月は定数36人のまま選挙となり、これまで
の経過を踏まえ、直接議員の皆様のご意見を伺うべく、昨年10月アンケー
ト調査を実施させていただきました。
調査の回答では、個々のご意見を伺えず、右記のとおり回答をいただき
ました。
当連合会では、今回のご回答を踏まえ、今後も機会あるごとに市民皆様
の声を、連合会独自の事業として展開してまいりたいと考えております。
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今
年
は
暖
冬
に
よ
り
、春
の
訪
れ
が
い
っ
そ
う
早
く
感
じ

ら
れ
ま
す
。
季
節
が
移
ろ
う
中
、皆
様
に
は
お
忙
し
い
毎
日

を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
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さ
て
、最
近
は
家
庭
内
で
の
凄
惨
な
事
件
が
報
道
さ
れ

る
な
ど
、モ
ラ
ル
の
低
下
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
見
受

け
ら
れ
、家
庭
や
地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大
事
に

し
た
い
も
の
で
す
。
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
不
可
欠
の
防
犯
・

防
災
・
環
境
・
福
祉
活
動
な
ど
は
、個
人
の
力
で
は
限
り
が

あ
り
、地
域
の
力
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

新
た
に
春
日
部
市
民
と
な
ら
れ
た
方
々
を
は
じ
め
、皆
様
に

は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
も
自
治
会
へ
の

ご
加
入
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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